
「インクルーシブデザインでつながる未来」
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インクルーシブデザインの推進について

（出所）Wikipedia（各用語の定義につき2023年11月7日参照）等より九州経済産業局作成

－ 手法 － － 概要 － － 当事者との関係性 － － 着眼点 －

バリアフリー

デザイン

障害者・高齢者等が社会生活に参加する上で支

障となっている障壁の除去を目指す手法。

(ex. 段差をなくす、スロープを設置する)

プロセスの中の仮説検証で

当事者が参画することもある。
ユニバーサル

デザイン

文化・言語・国籍や年齢・性別・能力等の個人

の違いに関わらず、できるだけ多くの人のため

に汎用的なデザインを目指す手法。

インクルーシブ

デザイン

従来の商品開発のメインターゲットとされてい

なかったユーザー（例：障害者・高齢者・外国

人等）の潜在的なニーズを新たな価値創造の視

座と捉え、当事者と共にアクセシビリティの改

善やイノベーションの創出を目指す手法。 プロセス初期の仮説生成から

当事者が主体的に参画する。

主体 客体

主体 主体

“for”

“with”

一般ユーザーを
中心とした改善

特別なニーズを
起点とした創造

⚫ 企業と社会的少数者の共創「インクルーシブデザイン」は、社会的意義にとどまらず、これまで世の中

に無かった価値創造につながる点において、ビジネスの戦略としても有用。

⚫ 九州経済産業局では、社会包摂と経済成長の実現に向けてインクルーシブデザインの普及拡大を推進。



⚫ 現代の成熟したマーケットにはモノやサービスが溢れており、不自由のない暮らしを実現している平均

的な消費者の声から独自性あふれる差別化されたアイデアを創造することは困難と言われる。

⚫ 通常想定しない不便・不満（強いニーズ）こそ、イノベーションの源泉。

⚫ ソニーは、2025年度までに、原則全ての商品・サービスの開発過程で障害等当事者の意見を聞き、ア

クセシビリティに配慮した仕様にすることを発表。

参考：企業戦略としての可能性

（出所）ヒアリング結果等に基づき九州経済産業局作成

普遍個別

顕在

潜在障害等当事者

普遍個別

顕在

潜在

平均的な消費者

高齢化等に伴う将来の類似ニーズ拡大を見据えた対応

＋革新性・利便性向上等による非当事者へのヒット

飽和した市場においてアイデアの陳腐化や

横並び同士の価格競争に陥りがち

類似当事者

非当事者

＜消費者ニーズに対する着眼点の違い＞
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⚫ 障害者数は世界全体で10億人を超える。うち、約半数が65歳以上の高齢者。

⚫ 今の障害者が抱えるニーズは、高齢化が進む将来社会において更に拡大する可能性。なお、世界の高齢

化率は、2021年時点で9.6%（7.6億人）、2060年時点で18.7%（18.8億人）と予測されている。
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参考：社会課題としてのスケール

世界の総人口・高齢者数の推移と将来予測
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（出所）United Nations 「World Population Prospects 2022」より経済産業省ヘルスケア産業課作成
（注）2022年以降は中位推計の予測値。

世界の障害者数

（出所）Anadolu Agency社HP（WHO公表データより同社作成）



影響

増幅

非当事者（周囲）

（出所）NTTデータ経営研究所「一人ひとりのwell-beingを実現するデジタル時代のヘルスコミュニケーション 第3回 こころの不調に対するスティグマをなくしていくために」（2022年10月17日）、株式会社バックテック「スティグマ

のない『隠さなくて良い・我慢しなくて良い社会』へ」（2022年6月16日）、遺伝性疾患プラス「病気・障害に関わる偏見「スティグマ」への対処法―“生きやすさ”を手に入れるヒントとは？」（2022年2月22日）より九州経済産業局作成

公的スティグマ
無知・誤解、偏見、差別

当事者

自己スティグマ
自尊感情の低下、疎外感

構造的スティグマ
社会環境の中にある様々な障壁

・・
・・・・

・・・

維持・強化

⚫ スティグマとは、何らかの特徴に対する否定的な意味付け（負のレッテル）。人間関係や社会参加機会

の制限による孤立、開示機会の喪失によるケアの遅れや悪化等が生じる一因。

⚫ 非当事者・当事者間のフラットな関係性の構築、社会環境を形成する製品・サービス等のアクセシビリ

ティやデザインの改善に向けて、幅広い業種・立場の各主体が、そうした取組をコストではなく新たな

価値創造のための投資として捉えることが重要。

参考：スティグマの問題
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日 時：
2024年2月28日（水）

10:30～13:30
2024年2月28日（水）

16:00～17:30
2024年2月28日（水）
～3月5日（火）

場 所：
大丸福岡天神店

店内ショップ・レストラン
大丸福岡天神店

東館エルガーラ5階
大丸福岡天神店

東館エルガーラ3階

主 催：
九州経済産業局・

九州SDGs経営推進フォーラム
九州経済産業局・

九州SDGs経営推進フォーラム
博多大丸・PLAYWORKS

企画協力： 博多大丸・PLAYWORKS
博多大丸・PLAYWORKS・

九州大学大学院芸術工学研究院
（出展数15件）

参 加：
大丸社員等20名程度
障害当事者4名

企業・行政・障害当事者等70名程度 累計約1,500名

⚫ インクルーシブデザインの価値を発信し、幅広い業種・立場の方々に関心を持ってもらうことを目的に、

2024年2月、福岡市内の百貨店で「インクルーシブデザインでつながる未来」と題した企画を実施。

⚫ 民間企業等と連携し、ワークショップ・講演会・ウィークリーフェアの3本立てで展開。テレビ・新聞

等のメディア掲載は10件以上となり、大きな反響を呼んだ。
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「インクルーシブデザインでつながる未来：共創から生まれる新たな価値」

① ワークショップ ② 講演会 ③ ウィークリーフェア



⚫ 2024年2月28日、大丸社員と障害当事者（視覚障害・聴覚障害・肢体不自由）の参加のもと、店内での

買い物・食事を題材に、インクルーシブデザインの考え方を取り入れた「ワークショップ」を開催。

⚫ 参加した大丸社員からは「思っていたよりも知らないことが多かった」「新しい気付きがあった」「百

貨店として色々なことを見直す機会になった」、また、障害当事者からは「友達といるような感覚で気

楽に買い物ができて嬉しかった」「百貨店全体のサービス向上に活かしてほしい」といった声があった。
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① ワークショップ

（グラフィックレコーディング：近藤茜）



講演会の満足度

大いに満足 満足 普通 やや不満 大いに不満

インクルーシブデザインへの関心の変化

高まった 変わらない 下がった

⚫ 2024年2月28日、インクルーシブデザインに関する有識者・政策担当者の登壇のもと、「共創から生ま

れる新たな価値」と題したパネルディスカッション形式の講演会を開催。

⚫ 企業・行政・障害当事者の他、外国の方や高校生など、約70名が参加。非常に高い満足度となった。
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② 講演会

n=36

n=37
97%

97%

当日参加後アンケートより



⚫ 2024年2月28日～3月5日、博多大丸・PLAYWORKS主催により、インクルーシブデザインをテーマに

した製品・サービスの展示会「ウィークリーフェア」を展開。全国から15件が出展（次頁以降参照）。

⚫ 実際に手に取ることができる珍しい機会として話題になり、九州内外から多くの方が来場。
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③ ウィークリーフェア（※同時開催イベント）
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